
たまには書籍の紹介ということで。
この本には「髪が元気になるワザ」がたくさん書かれてい

ます。医師の監修も入っているので安心材料のひとつですね。

著者の辻敦哉さんは「髪は何歳になっても増える可能性がある！」
「誰でも、その人の髪の毛が豊かだったときのレベルに増やせる可能性が
あります」と仰っています。その「育毛のコツ」は、知っていれば誰でも
できて、時間もかからずお金もかからないものばかりです。
薄毛や髪の悩みがある方はぜひ読んで実践して
みてください。

「本買って読んでる時間ないから高田が教えろ
よ！」という声が聞こえてきそうなので、
著者の言う「髪を元気にする習慣トップ 10」
の中から 3つピックアップしてご紹介します。
髪に元気がないと感じている方は、お店から
のお知らせも読んで即実践ですよ！
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夏は北海道の札幌で、その他の季
節は福岡に住みたいです。どちら
も適度に都会でご飯が何食べても
美味しいので最高ですね！僕は福
岡の人はなんだか優しいというか
人柄がいい印象があるので、そこ
も魅力のひとつですね。暖かそう
だし、僕も生まれは広島で九州に
も近いので気質的にも合いそうか
なと思っています。そして魅力的
といえば、女の子の方言。特に福
岡の子で「〇〇すると？」みたい

なのはかわいいですよね！最後の最後で動機が不純なのが
バレましたね（笑）

行ったことがある人は写真
の意味がわかるかも⁉　美
ら海水族館の入口で「はい、
シーサー」って写真撮るん
です。ずーっと名古屋市内
で生まれ育ち、愛知県から
出たことないのですが 　
1 度だけ行ったことのある
沖縄に住んでみたいですね。
時の流れがゆっくりで、
ある程度一定気温で優雅な
雰囲気だから海外の南の島

みたいな沖縄に住みたいですね　　でも、沖縄のお
食事はちょっと苦手でしたね…(^▽^;)

オーナー　高田 直樹 横井　真由

すがすがすがすが 　 　 　 　

「頭皮と髪によくないもの」の代表が、水道水に含まれる塩素です。簡単に言うと、塩素
を浴び続けると、髪の状態や頭皮の環境が荒れて、発毛パワーが衰えてしまいます。塩素
は必要な菌（常在菌）まで「殺菌」してしまい、頭皮環境を悪化。髪にとって大切なタン
パク質を分解し細胞を破壊する強烈な「毒」になってしまいます。毎日使うものになりま
すので、髪の土台を整えるためにも「シャワーヘッドを塩素除去するものに換える」こと
は重要なんです。Amazon などで 2,500 円とかで売ってたりします。参考までに。

シャンプー選びで重要なのは「洗剤」成分を見極めること。シャンプーの成分の 7 割が水と
洗剤なので、残りの 3 割の中に育毛に役立つものがわずかに入っていたとしても、洗浄成分
が頭皮や髪にダメージを与えるものであれば、育毛効果は期待できません。
成分表示を見て、避けるべきは「ラウリル硫酸〇〇」「ラウレス硫酸〇〇」「ラウリルベンゼ
ンスルホン酸 Na」です。オススメ成分は「〇〇カルボン酸」「ココイル〇〇」「〇〇タウリン」

「〇〇ベタイン」です。成分表示の上位 5?6 個くらいにこれらがあるか確認してみましょう！ 
ダンナさんの薄毛の原因は、実は、奥さんのシャンプー選びにあるのかもしれませんよ！

人間のカラダは 6 割以上が「水」でできており、生命活動をサポートしています。体内を
めぐる血液やリンパ液も主成分は水であり、育毛に必要な栄養や酸素は「水」にのって運
ばれます。1 日最低でも 1 リットルの「水」を飲む。緑茶や紅茶、コーヒーなどは、水分
を排泄する作用があるため嗜好品として楽しむぶんにはいいですが、水分補給の目的には
向いていません。常温の水でもお腹がゆるくなるなら「白湯」がオススメです。また日本
人の腸に合う軟水を飲むことがオススメだそうですよ。

この本「髪が増える術」には、上記以外にも生活の中で取り入れられる「髪が元気になるワザ」がたくさんあり
ます。髪に元気がなくなってきた人や気になった方は読んでみてくださいね。それではよいヘアライフを！

1. シャワーヘッドを「塩素除去」のものに交換する

2. 頭皮に優しい「洗剤」を使ったシャンプーを選ぶ

3.「水不足」では髪はつくられない
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